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東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会とその後も見据え、
2018年度の設備投資額は、1,880億円を計画しています。運輸成績

トピックス①
定期のご利用において、

新型コロナウイルス感染症による影響が見られました。

全線における自動改札機データ（定期・月別）

平日（定期） 出場

①

 定期出場枚数（平日）につきましては、４月～２月までは増加傾向にありましたが、３月（①）は対前年同月比で減少
となりました。

 新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、企業においてテレワークの推奨等の動きがあったためと推測しておりま
す。

＜凡例＞
2019年度 – 2018年度 増減率（％）
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東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会とその後も見据え、
2018年度の設備投資額は、1,880億円を計画しています。運輸成績

トピックス②
定期外のご利用において、

新型コロナウイルス感染症による影響が見られました。

全線における自動改札機データ（定期外・月別）

休日（定期外） 出場

③

平日（定期外） 出場

②

 定期外出場枚数（平日・休日）につきましては、４月～１月までは休日の１０月（台風１９号の影響）を除き概ね増加
傾向にありましたが、２月以降（②、③）は、平日、休日ともに対前年同月比で減少しており、特に３月の減少が大き
くなりました。

 ２月以降、新型コロナウイルス感染症の国内感染者数が増加し始めたことから、平日・休日ともにご利用が減少したも
のと推測しております。平日につきましては、主に業務でのご利用が減少、休日につきましては、商業施設やレジャー
施設の休館、休園等により、プライベート・観光でのご利用が減少しているものと推測しております。

＜凡例＞
2019年度 – 2018年度 増減率（％）

＜凡例＞
2019年度 – 2018年度 増減率（％）
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東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会とその後も見据え、
2018年度の設備投資額は、1,880億円を計画しています。運輸成績

トピックス③
訪日外国人のご利用において、

新型コロナウイルス感染症による影響が見られました。

訪日外国人のご利用状況
 訪日外国人の運輸成績への影響につきまして、2019年度のご利用人員は一日平均7.6万人、2018年度と比較し△0.6万人
（△6.8％）、旅客運輸収入は2019年度が45.8億円、2018年度と比較して△3.2億円（△6.6％）と推計いたしました。
また、訪日外国人向け企画乗車券の発売実績も、2019年度は10.9億円、2018年度と比較して△0.5億円（△4.4％）とな
り、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う各国からの入国制限等が影響しているものと推測されます。
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東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会とその後も見据え、
2018年度の設備投資額は、1,880億円を計画しています。2019年度

設備投資実績 2019年度は、1,651億円の設備投資を実施しました。

安全対策

輸送改善
バリアフリー設備整備、
駅のリニューアル（銀座線各駅等）、
渋谷駅移設、PASMO機能改修、
自動旅客案内装置・券売機改良
（多言語対応含む） 等

52億円 自然災害対策

678億円

107億円

旅客サービス 588億円

関連事業 95億円

その他 127億円

新型車両の導入、
ホームドア整備、
信号保安設備改良、
セキュリティカメラ更新 等

大規模浸水対策、震災対策 等

東西線の輸送改善、
方南町駅ホーム延伸 等

環境対策（LED照明化等）、
社内情報システム改良、職場環境整備 等

PMO新宿御苑前開業、
渋谷スクランブルスクエア(東棟)開業※、
駅構内店舗開発 等
※東急（株）、東日本旅客鉄道（株）との共同事業です。

総額
1,651億円
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【参考】年度別設備投資額推移

・駅直結オフィスビルの開業

▲PMO新宿御苑前
(2019年６月開業)

• 銀座線リニューアル（駅改装）
完了駅数(2019年度末) 8駅

▲銀座線渋谷駅(2020年1月移設完了)

• 方南町駅への６両編成直通運行を開始

100%• 石積み擁壁補強(丸ノ内線)

(進捗率)
2019年度末

50%• 大規模浸水対策(駅出入口)

※グループ子会社による維持更新等の設備投資を除く

（単位：億円）

• 新型車両の導入

丸ノ内線 37%

日比谷線 95%

• ホームドア整備

全線 76%

千代田線 100%

（導入率）
2019年度末

▲丸ノ内線2000系車両

※東西線３駅、半蔵門線２駅にも
ホームドアを整備

（整備率）
2019年度末
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東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会とその後も見据え、
2018年度の設備投資額は、1,880億円を計画しています。サステナビリティ

ボンドについて 2020年6月にサステナビリティボンドを発行し、ＳＤＧｓの達成に貢献します。

貢献するＳＤＧｓ 対象
プロジェクト 具体的な内容

プロジェクト実施による主な効果
グリーン性 ソーシャル性

新型車両導入 丸ノ内線2000系車両の
導入

・省エネルギー性
能向上による消費
電力低減及びCO2
排出量の削減
・非常用走行バッ
テリー等の搭載に
よる気象災害への
対応

・非常用走行バッ
テリー等によるお
客様の安全確保
・フリースペース
の設置等により、
全てのお客様に安
心・快適を提供

駅ホームの
安全性向上 ホームドアの整備 –

・駅ホーム上にお
ける事故防止を図
り、全てのお客様
に安全を提供

太陽光発電 地上駅における太陽光
発電システムの設置

・再生可能エネル
ギーによるCO2排
出量の削減

–

※ 一部、リファイナンスを含みます。

 当社初となるサステナビリティボンドを発行し、環境問題・社会課題双方の解決に資する下記施策に充当することに
より、ステークホルダーの皆様とともにＳＤＧｓの達成に貢献、ひいては持続可能な社会を実現していくことを目的
としています。
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 独立行政法人都市再生機構から当社が工事を受託している日比谷線新駅「虎ノ門ヒルズ駅」を 2020年6月6日（土）
に開業します。

 周辺再開発ビル等に接続するとともに、銀座線虎ノ門駅との乗換えも可能にすることで、交通結節機能の強化を図り
ます。

▲所在地

▲虎ノ門ヒルズ駅サインイメージ

虎ノ門ヒルズ駅
開業

2020年6月6日（土）、
新たに日比谷線虎ノ門ヒルズ駅を開業し、交通結節機能の強化を図ります。
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▲中目黒方面ホーム（2020.４月時点） ▲地下歩行者通路（2020.４月時点）
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